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　北野に住んで４０年くらいになります。私（ご主人：荒木栄さん）は、日常の見守りやごみステー

ションの管理などをしたり、公園のごみ拾いなどをして、特別なことはしていないですが、何か人

の役に立ちたいと思い活動をしています。

　妻（信子さん）は、手芸や物作りが得意で、いつも近所で会う顔見知りの高齢者の方に声をかけ、

あいさつをするような関係になり、買い物バッグや小物入れなどを差し上げたこともあり、現在も

継続して活動しています。

活動のきっかけは？

　札幌市と社会福祉協議会が、協働して運営・推進している「福祉のまち

推進センター」で活動する方をご紹介します。今回は、清田中央地区清田

東町町内会で福祉厚生部長として活躍されている倉西雪子（くらにし

ゆきこ）さんと、北野地区北野中央自治会で福祉推進委員として活躍さ

れている荒木栄（あらきさかえ）さん、信子（のぶこ）さんご夫妻です。

荒木　栄さん
信子さん

　以前は、中央区に住んでいましたが、生活環境の良い清田区に転居して１５年くらいになります。転居してか
らも勤めに出ていましたが、退職後に何かやらなきゃ！と思っていたところ、当時の町内会長さんから、手伝っ
てくれないかと声を掛けられたのがきっかけでした。福祉厚生部長になってからは、４年くらいになります。

活動のきっかけは？

　最近、近くのセブン・イレブンさんと見守り活動で連携できるようになりました。福まち活動交換会で紹介
されていた店舗さんで、福祉厚生部の会議にも店長さんが出席してくれます。高齢化が進むとともに、特に冬
期間の買い物に不安が増しているので、同店の配達が地域生活に有益だと感じます。こうしたつながりも重要
になってきます。
　それと、福まちの取り組みとして、対象者宅に救急医療ポストを配布しています。ポス
トの中に入れるカードには、緊急連絡先を記載する部分もあります。周囲に頼れる人が
いない方も少なからずおられ、私の連絡先を書いてもらうようにしています。受け皿と
言っては大げさかもしれませんが、遠くの親戚より近くの他人を肌で感じるときです。

今後に向けて思うことを教えてください

倉西 雪子さん

普段の活動について教えてください

　地域で日常の見守り活動をしていて、福祉推進委員会の活動は大切だと実感しています。「あの

人は元気かい？」「最近大丈夫なのかな」などと地域の方々同士で話し合う場があることで、地域

のつながりができていると感じています。

　これからも、夫婦で力を合わせて、地域に貢献していきたいと感じています。

今後の活動について教えてください

　若くして息子さんを亡くされた方から、息子さんが愛用していたドラムを寄贈できたらという相談を受け
たことがあります。どこかの学校で使ってもらえないかなと、何の伝手もなく電話したところ、快くお引き受
けしていただきました。住民の思いや願いを繋げることができた思い出です。

これまでの活動を通じて、特に印象に残ったことは何でしたか

　町内会の福祉厚生部は、各班に部員１名をお願いしており、全１２名で構成され、年３回ほど会議を設けて
います。この福祉厚生部に、町内会長をはじめ各役員さん方や民生委員さん方が加わって、福祉推進委員会が
組織されています。現在、７０歳以上のお一人暮らしの方１８世帯、８０歳以上のご夫婦が１０世帯、その他気に
なるお宅７世帯を対象に見守り活動を進めています。スローガンとして“声かけ　見守り　明かりの見守り
（特に電気が付いているかどうかを気にする意味）”を掲げていて、私の場合は、月に１回程度の頻度で気にな
る方のお宅を訪問するようにしています。

普段の活動について教えてください

　夏に「あさひ公園」でラジオ体操が行われますが、子どもは勿論のこと一
般参加者が非常に多く、地域のコミュニケーションの良さを感じます。また、
老人クラブの「東友会」さんの活動が盛んで、見守り活動と連動しているの
で、正直、私たちの負担感を軽くしてくれることがありがたいです。町内会の
敬老会は、他と違い１０月に開催しています。だいたい５０名くらいの方々が
参加されますが、最後に全員でコーラスを奏でることになっています。みん
なの歌声を聴きますと、この町内会の「ふれあい」を感じることができます。

地域に対して感じていることは何ですか

みんなでコーラス

荒木信子さんが作成した作品
（買い物バッグ等）

　声かけ・安否確認の活動を中心に活動しています。また、近所の人に声かけをすることにより、

自分のことを応援してくれる人も出てきて、ますます頑張っていこうと感じています。また、スー

パーで重い荷物を持っている高齢者の方に、荷物を持っ

て運んであげたこともあります。１６年間、リングプル収集

の活動も継続して実施し、自治会に車いすを寄贈したこ

ともあります。

　妻（信子さん）は、子育てサロンへのボランティアを行っ

たり、自分の得意とする作品を、地域の会館にも提供し、私

（ご主人）の活動を応援しながら、自分でできる部分でお手

伝いしています。

祝い品の
手作り
コースター

お手伝いします！
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　区内のいくつかの小学校では総合学習として福祉教育の取り組みを進めています。

　車いすやアイマスクなどを使いながら、いつも生活している学校の中を実際に行動してみることで、普

段の生活では感じなかったちょっとした段差や坂でも、車いすでは上ることが大変なことに気づくことが

できます。その気づきを活かし「こうすればみんな使いやすいよね！」「こんなお手伝いがあれば生活し

やすい！」等「ふだんの　くらしの　しあわせ」を考える学習を行っています。

　この取り組みは、学校の中だけではなく地域全体をつなぐ大切な取り組みです。

『ふだんの　くらしの　しあわせ』
～清田区内小学校　福祉教育の取り組み～

清田中学校生徒会 除雪ボランティア

　平成３０年２月 1７日（土）、清田中学校生徒会主催による除雪ボランティアが実施されまし

た。

　この取り組みは、自力での除雪が困難な高齢者世帯の除雪を行うことで、地域住民とふれあ

い、安心できる地域づくりをしたい！と生徒会が企画し地域住民・学校の先生とともに取り組

みました。

　当日の朝、吹雪模様で実施が危ぶまれましたが、

除雪スタート時間にはすっきりと晴れ渡り汗をか

きながらの除雪活動となりました。

　活動に集まってくれた生徒さんは全部で４７名。

校長先生も含めた先生方４名を加え、清田中学校近

隣の高齢者宅５件の除雪を行いました。

　灯油タンクのまわりや窓際の雪をよけたり、庭の

勝手口までの通路を確保したりと奮闘。たくさんの

若い力が集

ま っ た た

め、予定より早く終わったグループもあり、朝から降っ

た雪の除雪をしていた他のお宅にも飛び入りでお手伝

いをさせてもらいました。

　地域の皆さんから「お疲れさま」「ありがとう」

「助かったよ」と温かい声をかけてもらい、参

加した生徒からは満足感の笑顔がこぼれ、この

活動をこれからも続けていきたいとの声も上
がっていました。

やさしい心　ひろがってま
す 

　清田区社会福祉協議会では、福祉教育に関する内容のご相談や講師調整等のお手伝いをしています。

◇こんな授業をやってみたいけどどうしたら良いのか…
◇講師を紹介して欲しい…
　＊「当事者講師」の派遣　
　　　障がいのある方が自らの経験をもとにお話をしてくれます。

◇福祉活動機材の貸し出し
　車いす、アイマスク、疑似体験セット（高齢者・片マヒ）の貸し出しも行っています。
　＊機材を活用した授業の組み立てについてもお手伝いします。
　＊担当職員が訪問して授業を一緒に実施することもできます♪

ご協力いただきました清田第二町内会の皆さま、ありがとうございました。

疑似体験セット




